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論文内容の要旨

Halobαcte1叩m halobium は25-30% NaCl を至適成育条件とする高度好塩菌である。この溶菌液を

遠心分画すると紫色の膜分画“purple membrane" が得られるが，これはレチナールを結合した色素

タンパク質であるパクテリオロドプシンを唯一のタンパク質とする膜である。 purple membrane は

細胞膜上につぎはぎ状に組み込まれており，光照射によって H+を細胞外ヘポンプする機能をもっと考

えられている。できた H+濃度勾配は種々の形で細胞のエネルギー源として利用されるといわれてい

る口そこで， H. halobiumのうちパクテリオロドプシンをもっ株(紫菌)と，みかけ上もたない株(赤

菌)とについて，それぞれの生菌懸池液の光照射に伴う pH変化と ATP レベル変化を調べた口紫菌懸

池液の pHは光照射によって一旦上昇した後低下して安定した。赤菌ではpHの上昇だけがみられた。

紫菌をヒドロキシルアミン存在下で光照射することによってパクテリオロドプシンを槌色させると pH

低下はみられなくなった。赤菌は同じ処理によって影響を受けなかった。 75'C， 5 分間の熱処理をす

ると紫菌，赤菌共に pHの上昇を示さなくなった。 pHの上昇，低下に対する作用スペクトルの結果か

らは，両者共パクテリオロドプシンに起因するものと考えられた o purple membrane をもっ紫菌では

嫌気条件下で光照射を行うと ATP が合成されることが報告されているが，みかけ上purpje mem. 

brane をもたない赤菌もまた光による ATP合成を行うことがわかった。赤，紫菌共に熱処理によっ

て ATP合成はみられなくなり ヒドロキシルアミン処理によっては影響を受けなかった。すなわち

pH上昇がみられる時に ATP合成が観測された。 pH上昇に関与しているであろうパクテリオロドプ

シンがATP合成に直接関与している可能性が強い。しかもこのパクテリオロドプシンは， (1)赤菌や

ヒドロキシルアミン処理した紫菌には検出されない量のパクテリオロドプシンしか含まれていないの
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で，ごく少量でその機能を果している， (2) ヒドロキシルアミンと反応しにくしヘ (3)熱に損なわれやす

い系に含まれている，等の点、で，紫菌の purple membrane中のパクテリオロドプシンとは異なるパ

クテリオロドプシンかもしれなしミ。ニコチンはカロチノイド合成阻害剤である。ニコチン存在下で培

養した菌は，レチナール合成が阻害されるためパクテリオロドプシンをもたず， ATP合成も行えな

いがレチナール添加によって再びATP合成を行うようになることが報告された。赤菌をニコチシ添

加培地で培養すると， pH変化やATP合成は全く起こらなくなった。レチナールを添加するとどちら

も観測されるようになった。このことは，光照射時にみられるこれらの変化がやはりパクテリオロド

プシンによって起こっているということを強く支持するものである。ここで考えた少量で、機能するパ

クテリオロドプシンがHalobαcterium にとって本来のものであり purple membrane は余剰物質であ

るのかもしれない。

論文の審査結果の要旨

矢木明美君は高度好塩菌 Halobacterium halobiumのうち，バクテリオロドプシンをみかけ上もた

ない株(赤菌)と明らかにもつ株(紫菌)とを用いて，光照射に伴う生菌サスペンジョンの pH 変化，

ATP レベルの変化を調べ，パクテリオロドプシンの役割を明らかにした。

紫菌のサスベンジョンに光照射すると， pHは上昇したのち下降して一定値に達するのに対し，赤菌

では照射によって上昇のみがみられる。熱処理， NH2 0H処理を行なった紫菌，赤菌の光照射による

pH変化， ATP レベルの変化を比較し，光による ATP合成は常に pH上昇のおこるところで観察さ

れることがわかった。また，カロチノイド生合成の阻害剤であるニコチンの存在下で赤菌を培養する

と，このものは光照射による pH変化も ATP合成も示さないが，レチナールを加えて光照射すると，

pH， ATP レベルの上昇がみられた。

これらの結果から，赤菌でみられる pH上昇， ATP合成にもパクテリオロドプシンが関与するが，

このパクテリオロドプシンにごく少量で機能し，紫菌の purple membrane中のプロトンをくみだし

ているパクテリオロドプシンとは異なる機能，あるいは，存在様式をもっと結論した。このように，

矢木君の研究は Halobacterium halobium におけるパクテリオロドプシンの役割を明らかにしたもの

であり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。

-43-




